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役割
|沖鯛顛襄鑪麓芒霧鷺菫鰯齢鮮剛
海流や水温、塩分などの調査により海洋環境の特徴を解明

水産資源の管理や持続的利用のための科学的基礎を提供して行政を支援

混合域の漁業や養殖のための基礎的知見を得る研究を実施
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業務推進部

（業務推進課、調査普及課、業務管理課）組織
所長

混合域海洋環境部

（海洋動態研究室、生物環境研究室、高次生産研究室）
Ｌ

海区水産業研究部

（資源培養研究室、

八戸支所

沿岸資源研究室、海区産業研究室）

「
升 （管理係、資源評価研究室、筐

漁業調査船「若麿丸一

資源生態研究室）

■ 口

。

拳露濡
推進部 研究の企画、調整、推進を担当するとともに、他の部や研究室の研究牒

発の支援を担当しています。Ｌ

」 『一一一壷一一一一一一一一一一一一一
》》一・一業務推進課

研究の企画立案や調整、推進、管理、図書や

'|冑報の管理、研究情報の普及を担当しています。
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調査普及課

さけ．ます類の増殖技術の普及､民間技術者への講習会、

青森県から茨城県にあるふ化場および河川のさけ.ます

類の生物モニタリング調査を担当しています。
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業務管理課

職員の人事、福利厚生、物品役務の調達、施設の維持

管理を担当しています。

i震i鑑



１

親潮と黒潮続流の間の混合域の物理的、生物的、生態的な特徴を調査し

ています。また水産資源の変動に関連する長期の気候変動についても研究

しています。

海洋動態研究室

混合域の海洋の構造とその変動を調査船や衛星により収集

された情報を用いて研究しています。また混合域の沿岸およ

び沖合の漁場における海況を予測しています。

生物環境研究室

生態系におけるエネルギーの流れを理解す

るために、栄養塩の循環、植物プランクトン

による基礎生産、動物プランクトンの生態、

食物連鎖を研究しています。
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高次生産研究室

食物を巡る競争や捕食者・被食者関係を通して水

産資源の生産に影響するマイクロネクトンやオキア

ミなどの動物プランクトンを研究しています。
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ヒラメ、アワビなどの沿岸資源の生態や資源量変動のしくみを研究して

います。またカキ・ワカメなどの産地識別や漁場環境の診断、管理、保全

技術などの研究も行い、混合域沿岸における持続的な生産と「つくり育て
る漁業」の振興に貢献しています．

研究部
■

資源培養研究室

遺伝的多様性に配慮した沿岸資源管理を推進す

るために、遺伝的な特性を用いたカキやホシガレ

イの系群識別や環境適応特性を研究しています。
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沿岸資源研究室

効果的な漁業管理の方法や人工増殖を確立するた

めにヒラメやアワビなどの沿岸水産資源の生態や生
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息環境を研究しています。 句鐘ＤＵ隆Ｇ

も`
､ｑｑｈ海区産業研究室

沿岸の漁場環境を守るために、水域を浄化する微生物や

植物プランクトン、藻類の生理や生態を研究しています。
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八戸支所 東北沖合の北太平洋には多くの重要な水産資源が分布しています。漁獲可

能量(ＴＡＣ)制度のもと、八戸支所は毎年これら漁業資源の資源水準と動向
を推定し、生物学的許容漁獲量(ＡＢＣ)を提供するために研究しています。

Ｌ

、 ｣

を推定し、生物学的許容漁獲量(ＡＢＣ)を提は

資源評価研究室
マダラやズワイガニなど商業的に重要な底魚の資源

鬘の変動機構、加入量や漁況の予測、トロールによる

資源評価などを研究しています。 蕊i1薑i11篝藝
ShS8
■～

資源生態研究室
商業的に重要な魚種の耳石を用いた年齢・成長関係、

成熟と再生産条件などを研究しています。中層トロール

による資源評価、海況と魚の分布の関係、サンマなど浮

魚の漁場の予測を研究しています命
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着罎丸 漁業調査船若鷹丸は東北沖合の

北太平洋の資源、海洋環境に関す

る調査研究を実施しています。

主要目
全長：57.73,

幅：11.00ｍ

深ざ：450ｍ

総トン数：６９２tｏｎ

竣エ:平成７年３月２４日
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東北区水産研究所東北区水産研究所八戸支所
〒985-0001宮城県塩釜市新浜町3-27-5〒O31-O841青森県八戸市鮫町下盲久保Z5-Z59

TELO22-365-1191FAXOZZ-367-1250TELO178-33-1500FAXO178-34-１３５７

※調査普及課は、宮古繊培漁業センター内にあります。

〒O27-OO97岩手Ⅲ(宮古市崎ILl4-9-1TELO193-71-ll55FAXOl93-64-O134

印刷石贋会社工陰桂プロmgHIIi0lIIIm住10,Ｆ．ま'1

=,蕊iji:lIiiiLi霧iiliili篦i鑿

八戸支所


